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事業名
（大項目）

災害に対する安全･安心推進事業 分類名
（中項目）

防災意識醸成活動支援事業 事業区分 体験活動等

　千曲川・犀川流域を洪水による水害から守るため、水防技術の習得・錬磨、
関係機関の連携を強化し、さらに住民、事業者等地域の力を結集して実践的
な訓練による地域防災力の向上を目指すことにより、水防体制の一層の強化
を図ることを目的とする。

開催日時：平成27年5月23日（土） 8:30～12:30
開催場所：長野市篠ノ井横田地先（千曲川篠ノ井橋下流左岸河川敷）
来場総数：約3,000人（うち、演習人員 約1,000）
演習内容：
　・水防工法（木流し工、月輪工、積み土のう工等11工法）
　・救難救助訓練（長野県警察機動隊、日本赤十字社長野県支部、
　　　　　　　　　　　長野県警察航空隊、長野県消防防災航空隊、
　　　　　　　　　　　新潟県消防防災航空隊、長野市消防局）
　・避難訓練・避難所開設・ボランティアセンター設置・炊き出し訓練等
　・小学生による体験学習
　・展示コーナー（災害対策車等防災資機材、防災関係機関事業PR)
参加費：無料

主 催：千曲川・犀川水防連絡会、長野市、長野県、国土交通省北陸地方整備局
協 賛：全国水防管理団体連合会、（公社）日本河川協会、長野県河川協会、
　　　　（公財）長野県消防協会、（一財）河川情報センター、（一社）北陸地域づくり協会
協 力：長野市教育委員会、長野市立通明小学校、長野地方気象台、
　　　　陸上自衛隊第13普通科連隊・第12ヘリコプター隊・第306施設隊、
　　　　長野県警察本部、長野消防防災航空隊、新潟県消防防災航空隊、
　　　　長野県長野建設事務所、長野市消防局、長野赤十字奉仕団、
　　　　日本赤十字社長野県支部、長野市社会福祉協議会、
　　　　国土交通省松本砂防事務所・大町ダム管理所・北陸技術事務所、
　　　　北陸地方防災エキスパート

　毎年、出水期を前に消防団はじめ水防関係機関や地域住民が参加のもと、北
陸管内の直轄河川を持ち回りで開催している総合的な水防演習。千曲川･犀川
では今回、10年ぶりの開催となった。
　沿川24市町村の消防団が参加し、さまざまな水防工法の訓練を通じて水防技
術の向上・伝承・普及に成果が挙がったほか、水防関連機関各々の技術力の向
上や相互の連携強化を図ることができた。また、地域住民にとっても見学や体験
学習への参加を通じ、水防活動の意義及び重要性について理解が深まり、総じ
て地域防災力の向上につながることが期待できる。
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千曲川・犀川総合水防演習 事業経緯 継　続 実施体制 協　賛 担当所属 長野支所

一般社団法人 北陸地域づくり協会

流速体感体験

消防団 水防工法訓練

ロープブリッジによる救助訓練

開会式


